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 問い合わせ連絡先  

本調査への質問または不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。 

南相馬市役所 こども未来部 こども家庭課 こども企画係 電話：0244-24-5229 ＦＡＸ：0244-24-5740 

南相馬市 こどもの生活に関するアンケート 

 児童扶養手当受給者の方  

◆ 調査ご協力のお願い ◆ 

日頃より市政にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

南相馬市では、こども・子育て支援、こどもの貧困対策、若者育成支援施策の方向性を定める「こども計画」

を策定します。 

この計画の策定にあたり、こども達の普段の生活状況やご家庭の状況などをお聞かせいただきたく、アンケ

ート調査を実施することといたしました。 

本調査は、令和 6 年 4 月 1 日時点で児童扶養手当受給者の方に実施するもので、調査の性質上、ご家庭の

収入等、プライベートなことについてもお伺いする内容となっておりますが、調査結果は、統計的に処理し、

調査の目的以外に使用することはありません。 

ご多忙のこととは存じますが、子育て支援に取り組むための重要な調査となりますので、ご協力をお願い申

し上げます。 

 

令和６年６月                                                       南相馬市長 門馬 和夫 

 

■ご回答にあたってのお願い  

○ この調査は、無記名（住所や氏名の記入をしない）でご回答ください。 

○ この調査は、令和６年４月１日を基準日として、ご回答ください。 

○ 回答方法は次の２つのうちどちらか１つの方法で、 

６月２８日（金）までにご回答をお願いします（所要時間は１０分程です）。 

 

パソコン・スマートフォン等によりインターネットで回答 

右の二次元コードまたは下記 URL より回答画面にアクセスし、 

「整理番号（数字６ケタ）」をご入力のうえ、画面の指示に従って 

ご回答ください。 

 URL  https://src2.webcas.net/form/pub/src1/minamikodomo4 

 

アンケート用紙（この冊子）に直接記入し、郵送により回答 

▶ 黒か青のボールペンまたは鉛筆でご記入ください。 

▶ ご回答は、「１つに〇」「あてはまるものすべてに○」などの表記に従って、該当する番号に○を 

つけてください。（一部、数字をご記入いただく設問もございます。） 

▶ 「その他」に○をつけた場合は、その後の（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

▶ ご記入いただきましたら、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、郵便ポストにご投函ください。 

 

 

※重複回答を防ぐため

の番号です。個人を特定

する番号ではありませ

ん 

 
二次元 

コード 

インターネットでの

回答が便利です！ 

1 

２ ラベル貼付け数字 6 桁 

整理番号 
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問１ お子さんの生年月（西暦）をお答えください。また、お子さんとあなたとの関係は、次のどれ

にあたりますか。お子さんからみた続柄でお答えください。（○は１つ） 

この調査で「お子さん」とは、保護者の方が養育している 17 歳以下のお子さんのことをい

います（以下同じ）。 ※該当するお子さんが２人以上いらっしゃる場合は、最も年齢が高いお

子さんのことをいいます。 

お子さんの年齢  西暦         年  月生まれ 

【お子さんとあなたとの関係】（○は１つ） 

1. 母親（継母を含む） 2. 父親（継父を含む） 

3. 祖父母 4. その他（              ） 

 

問２－１ お住まいの区はどちらですか。（○は１つ） 

1. 小高区 2. 鹿島区 3. 原町区 

4. 市外（       ）市・町・村   

 

問２－２ 南相馬市にはどのくらいの期間お住まいですか。（○は１つ） 

1. １年未満 2. 1 年以上～３年未満 

3. ３年以上～５年未満 4. ５年以上～ 

 

問３ お子さんと生計を同一にしているご家族の人数（お子さんを含む）をお答えください。 

ご家族の人数  人 

 

問４ 問３で回答した「ご家族」のうち、こども（令和６年４月１日現在、０歳から 17 歳以下の方）

の人数をお答えください。 

17 歳以下のこどもの人数  人 

 

問５ 問３で回答した「ご家族」には、お子さんから見てどの関係の方が含まれますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

1. 母親 2. 父親 3. 祖父母 

4. 兄弟姉妹 5. その他（              ） 
  

１ あなたの世帯のことについてうかがいます 

※生計が同一であれば、同居していない方（例：単身赴任中の方、

学業等で世帯を離れているお子さんなど）も人数に含めてください 

※生計が同一であれば、同居していない方 

（例：学業等で世帯を離れているお子さんなど）も 

人数に含めてください 
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問６ お子さんと同居し、生計を同一にしている親の婚姻状況をお答えください。（○は１つ） 

1. 結婚している（再婚や事実婚を含む） 2. 離婚 ⇒問７へ 

3. 死別 4. 未婚 

5. いない、わからない   

⇒「2．離婚」以外を選んだ方は、問８へ 

【問６で「2.離婚」を選択した方のみ】 

問７ 離婚相手とこどもの養育費の取り決めをしていますか。また養育費を現在受け取っていますか。 

（○は１つ） 

1. 取り決めをしており、養育費を受け取っている 

2. 特に取り決めはしていないが、養育費を受け取っている 

3. 養育費の取り決めをしているが、受け取っていない 

4. 養育費の取り決めをしておらず、受け取っていない 

 

問８ 外国出身の方がいらっしゃる家庭が増えていますが、ご家庭ではどれくらい、日本語以外の言

語を使用していますか。（○は１つ） 

1. 日本語のみを使用している 2. 
日本語以外の言語も使用しているが、 

日本語の方が多い 

3. 日本語以外の言語を使うことが多い   

 

問９ 現在の住居の状況についてお答えください。（○は１つ） 

1. 持家（あなた又はあなたの配偶者名義） 2. 持家（親族名義） 

3. 市営・県営住宅 4. 社宅 

5. 借家（マンションやアパートなど） 6. 間借 

7. その他（              ）   

 
 

 

問 10 お子さんの親の最終学歴（卒業した学校）をお答えください。 

（a,bそれぞれについて、○は１つ） 

  a 母親 b 父親 

中学（中学部）まで 1 1 

高校（高等部）まで 2 2 

短大・高専・専門学校（専攻科）まで 3 3 

大学またはそれ以上 4 4 

いない、わからない 5 5 
  

２ お子さんの親の就労状況などについてうかがいます 
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問 11 お子さんの親の就労状況について、あてはまるものを回答してください。 

（a,bそれぞれについて、○は１つ） 

  a 母親 b 父親 

正社員・正規職員・会社役員 1 1 

嘱託・契約社員・派遣職員 2 2 

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員 3 3 

自営業（家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む） 4 4 

働いていない（専業主婦／主夫を含む） 5 5 

いない、わからない 6 6 

⇒母親・父親いずれか一方でも「5．働いていない（専業主婦／主夫を含む）」を選んだ方は、問 12へ 

⇒「5．働いていない（専業主婦／主夫を含む）」以外を選んだ方は、問 13へ 

 

【問 11 で「5.働いていない（専業主婦／主夫を含む）」を選択した方のみ】 

問 12 働いていない最も主な理由をお答えください。（a,bそれぞれについて、○は１つ） 

  a 母親 b 父親 

働きたいが、希望する条件の仕事がないため 1 1 

子育てを優先したいため 2 2 

家族の介護・介助のため 3 3 

自分の病気や障がいのため 4 4 

通学しているため 5 5 

その他の理由 6 6 

 

問 13 次の a～fの質問について、この１か月間のあなたの気持ちはどのようでしたか。 

（a～fそれぞれについて、○は１つ） 

 

い
つ
も 

た
い
て
い 

と
き
ど
き 

少
し
だ
け 

ま
っ
た
く 

な
い 

a 神経過敏に感じた 1 2 3 4 5 

b 絶望的だと感じた 1 2 3 4 5 

c そわそわ、落ち着かなく感じた 1 2 3 4 5 

d 気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れな

いように感じた 
1 2 3 4 5 

e 何をするのも面倒だと感じた 1 2 3 4 5 

f 自分は価値のない人間だと感じた 1 2 3 4 5 
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問 14 あなたとお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらいあてはまりますか。 

（a～dそれぞれについて、○は１つ） 

 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

a テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルール

を決めている 
1 2 3 4 

b お子さんに本や新聞を読むように勧めている 1 2 3 4 

c お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた 1 2 3 4 

d お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる 1 2 3 4 

 

問 15 あなたは普段、近所の方との交流はありますか。（○は１つ） 

1. 立ち話をする 2. あいさつをかわす 

3. ほとんどない 4. その他（            ） 

 

問 16 あなたは、次のような学校行事にどの程度参加していますか。 

（a,bそれぞれについて、○は１つ） 

 

よ
く 

参
加
し
て
い
る 

と
き
ど
き 

参
加
し
て
い
る 

あ
ま
り
参
加 

し
て
い
な
い 

ま
っ
た
く
参
加 

し
て
い
な
い 

a 授業参観や運動会などの学校行事への参加 1 2 3 4 

b ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティア

などへの参加 
1 2 3 4 

 

  

３ お子さんや近所との関わり、教育についてうかがいます 
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問 17 あなたは、子育てに関して次のような心配事や悩み事はありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

1. 
こどもに対するしつけや教育に自信が 
持てない 

2. 子育てが楽しいと思えない 

3. 子育てに配偶者の協力が得られない 4. 子育て仲間がいない 

5. 
こどもの基本的な生活習慣 
（あいさつ、整理整頓など）が不安 

6. こどもが勉強しない 

7. こどもの進学や受験が心配 8. こどもがなかなか言うことをきかない 

9. こどもが何事に対しても消極的である 10. こどもの友人関係が心配 

11. こどもの身体の発育や病気が心配 12. こどもが非行や問題行動をする 

13. こどもの教育費に不安がある 14. その他（             ） 

15. 心配事や悩み事はない 

 

問 18 次に挙げる事柄について、あなたが頼っている人はだれですか。 

（a～cそれぞれについて、あてはまるものすべてに○） 

 a 子育てに関する

相談 

b 重要な事柄の

相談 

c いざという時の

お金の援助 

家族・親族 1 1 1 

友人・知人 2 2 2 

近所の人 3 3 3 

職場の人 4 4 4 

民生委員・児童委員 5 5 5 

相談・支援機関や福祉の人 6 6 6 

その他 7 7 7 

頼れる人はいない 8 8 8 

人に頼らない 9 9 9 
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問 19 あなたは、お子さんの将来の進学についてどのように考えていますか。理想とするものと現実

的なもの、それぞれについてお答えください。（それぞれ○は１つ） 

【理想】 【現実】 

1. 中学まで 1. 中学まで 

2. 高校まで 2. 高校まで 

3. 短期大学・専門学校まで 3. 短期大学・専門学校まで 

4. 大学またはそれ以上 4. 大学またはそれ以上 

5. まだわからない 5. まだわからない 

 

【問 19 で「理想」と「現実」が異なる方（ちがう番号を回答した方）のみ】 

問 20 その理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

1. お子さんがそう希望しているから 2. 一般的な進路だと思うから 

3. お子さんの学力から考えて 4. 家庭の経済的な状況から考えて 

5. その他（              ） 6. 特に理由はない 

 

 
 

 

 

問 21 あなたは、現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。（○は１つ） 

1. 大変ゆとりがある 2. ゆとりがある 

3. ふつう 4. 苦しい 

5. 大変苦しい   

  

４ 家計の状況についてうかがいます 
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問 22 世帯全体のおおよその年間収入(税込)はいくらですか。（○は１つ） 

収入には、生計を同一にしている家族全員の以下の収入が含まれます（生計が同一であれば、同居して

いない方（例：単身赴任中の方など）の収入も含めてください）。 

・勤め先収入（定期収入、賞与等） 

・事業所得（原材料費、人件費、営業上の諸経費等を除く）、内職収入（材料費等を除く） 

・公的年金・恩給、その他の社会保障給付金（生活保護、児童手当、児童扶養手当等） 

・農林漁業収入（農機具等の材料費、営業上の諸経費等を除く） 

・財産所得（預貯金利子、家賃収入等） 

・その他の収入（仕送り、養育費、個人年金、各種祝い金等） 

 

1. 50 万円未満 2. 50～100 万円未満 

3. 100～150 万円未満 4. 150～200 万円未満 

5. 200～250 万円未満 6. 250～300 万円未満 

7. 300～350 万円未満 8. 350～400 万円未満 

9. 400～450 万円未満 10. 450～500 万円未満 

11. 500～600 万円未満 12. 600～700 万円未満 

13. 700～800 万円未満 14. 800～900 万円未満 

15. 900～1,000 万円未満 16. 1,000 万円以上 

 

問 23 あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買えないこ

とがありましたか。ただし、嗜好品は含みません。（○は１つ） 

1. よくあった 2. ときどきあった 

3. まれにあった 4. まったくなかった 

 

問 24 あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣服が買えないこ

とがありましたか。ただし、高価な衣服や貴金属・宝飾品は含みません。（○は１つ） 

1. よくあった 2. ときどきあった 

3. まれにあった 4. まったくなかった 

 

問 25 あなたの世帯では、過去１年の間に、以下の料金について、経済的な理由で未払いになったこ

とがありましたか。（あてはまるものすべてに○） 

1. 電気料金 2. ガス料金 3. 水道料金 4. 電話料金 5. 家賃 

6. 住宅ローン 7. 住民税 8. その他の債務 9. いずれもない   
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問 26 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0」（まったく満足してい

ない）から「10」（十分に満足している）の数字で答えてください。（○は１つ） 

０：まったく満足していない    10：十分に満足している 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

 

問 27 過去１年間において、あなたのご家庭では、お子さんと次のような体験をしましたか。 

（a～eそれぞれについて、○は１つ） 

 ある 

ない 

金銭的な 

理由で 

時間の 

制約で 

その他の 

理由で 

a 海水浴・釣り・キャンプに行く 1 2 3 4 

b ボランティア・農業体験・職業体験に行く 1 2 3 4 

c 博物館・科学館・美術館などに行く 1 2 3 4 

d テーマパーク・コンサートに行く 1 2 3 4 

e 旅行・観光に行く 1 2 3 4 

 

問 28 あなたのご家庭では、経済的な理由のためにお子さんにできないことはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

1. 定期的または必要な時にお小遣いを渡せない 

2. 文具やノート等、学習に必要なものが買えない 

3. 毎年新しい洋服・靴を買えない 

4. 習い事(音楽、スポーツ、習字等)に通わせられない 

5. 学習塾に通わせられない（または家庭教師に来てもらえない） 

6. お誕生日のお祝いができない 

7. １年に１回も家族旅行に行けない 

8. クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげられない 

9. こどもの年齢に合った本を買えない 

10. こども用のスポーツ用品・おもちゃを買えない 

11. 電子機器（ゲーム、パソコン、スマートフォン、タブレット等）を買ってあげられない 

12. こどもが自宅で宿題をすることができる場所がない 

13. その他（                                  ） 

14. 特にない 
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問 29 あなたの世帯では、以下の支援制度をこれまでに利用したことがありますか。また、「3 利用し

たことがない」場合、その理由は何ですか。（a～eそれぞれについて、○は１つ） 

 

支援制度の利用状況   

ａ 

就
学
援
助 

※
１ 

ｂ 

生
活
保
護 

※
２ 

ｃ 

生
活
困
窮
者
の
自
立 

支
援
相
談
窓
口 

※
３ 

ｄ 
児
童
扶
養
手
当 

※
４ 

ｅ 

母
子
家
庭
等
就
業
・ 

 

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー 

※
５ 

現在利用している 1 1 1 1 1 

現在利用していないが、 

以前利用したことがある 
2 2 2 2 2 

利用したことがない 3 3 3 3 3 

 

 

利用したことがない理由  

※特に該当するもの１つに○をつけてください  

ａ 

就
学
援
助 

 

ｂ 

生
活
保
護 

 

ｃ 

生
活
困
窮
者
の 

自
立
支
援
相
談
窓
口 

ｄ 

児
童
扶
養
手
当 

 

ｅ 

母
子
家
庭
等
就
業
・ 

 
 

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー 

制度の対象外（収入等の条件を満たさない）

だと思うから 
1 1 1 1 1 

利用はできるが、特に利用したいと思わな

かったから 
2 2 2 2 2 

利用したいが、今までこの支援制度を知ら

なかったから 
3 3 3 3 3 

利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから 
4 4 4 4 4 

それ以外の理由 5 5 5 5 5 

 
※１ 経済的理由によりこどもの就学が困難な場合に、学用品費等を補助する制度 

※２ 病気や失業などにより生活費等に困り、他に方法がないときに一定の援助が受けられる制度 

※３ 経済的に困窮している方々を対象に、自立に向けた生活の改善を図るための相談窓口（社会福祉
協議会：ハートフルサポート） 

※４ 所得が一定水準以下のひとり親世帯の生活支援のための手当（児童手当とは異なります） 

※５ ひとり親家庭の就職をサポートするため、専門の相談員による無料の就業セミナー、相談会など
を行っている機関（福島県母子家庭等就業・自立支援センター） 

  

 

５ 支援制度の利用状況についてうかがいます 
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問 30 こどもや子育て、仕事や生活に関して、ご意見やご提案があれば自由にお書きください。 

※特にない場合は記入不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お忙しい中アンケート調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。 

 

 


